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2 章 実測的研究の方法 




ャンマー，ラオスの計 10 か国である。 
 
東南アジアを選んだ理由は、以下の 3 点である。 
 
① 日本からの距離が近く、地理的・文化的背景に一定の類似があること。 
② 日本企業の進出も盛んであり、未だ明らかになっていない輸送車両を明らかにする  








 そこで本論では、東南アジア 10 か国の中でも、カンボジアとベトナム南部を研究地域と
した。 
 
カンボジアとベトナム南部を研究地域として選んだ理由は以下の 3 点である。 
① 文化・地理・気候の類似性と、近接国家であること。 
② 経済格差の存在と、それによる車両や積載物の違いがあるのではないかということ。 
③ 実測的研究を行える治安状況であるかということ。  
 
カンボジアとベトナム南部は、中世クメール王朝時代（西暦 802 年～1431 年）には、 
クメール王国として 1 つ国であった時代も存在する。また、両地域ともに、インドシナ半島・
メコン川の流域であり、平地が多く、気候も似通っている。  






しかしながら、カンボジアは戦後 25 年1、ベトナムは戦後 40 年2であり、2013 年 IMF の
統計値から、国家としての経済規模を比較すると以下のようになる。 
 
カンボジア3：人口 1530 万人、名目 GDP 165 億 USD、1 人当たり GDP 1080 USD 
  ベトナム4：人口 9060 万人、名目 GDP 1860 億 USD、1 人当たり GDP 2053 USD 
  参考）日本5：人口 1 億 2734 万人、名目 GDP 4 兆 9089 億 USD、 1 人当たり GDP 3 万 8552USD 
 
例えば 1 人当たり GDP に注目すると、カンボジアとベトナムでは 2 倍ほどの経済格差が
みられる。 
また、1 人当たり GDP の値を日本と比べると、カンボジアは日本の 38 分の 1、ベトナム
は 19 分の 1 という経済格差がみられ、この差により、日本とカンボジア・ベトナムとの間
には輸送の面でも様々な違いが表れると考えらえる。 
 












                                                     
1 1970 年から続いた内戦が、1991 年に終結。93 年建国。 
2 ベトナム戦争を経て、1976 年に現国家建国。1986 年からドイモイ政策で市場経済を導入 
カンボジア・ベトナムの歴史：『世界史の窓』 [Y-History 教材工房, 日付不明] 参照 
3 『ジェトロセンサー9 月号』 [ジェトロ海外調査部アジア太平洋州課, 2015] 参照 
4 『ジェトロセンサー9 月号』 [ジェトロ海外調査部アジア太平洋州課, 2015] 参照 










カンボジア ： 2015 年 3 月 4 日から 3 月 11 日まで 
    2015 年 8 月 22 日から同年 10 月 22 日まで 



















地域に関しては、カンボジアとベトナムについて、地域を各国ごとに 2 都市・1 郊外、2 幹
線道路の 5 地域、両国で計 10 区分に区分した。(3 章で具体的に紹介する。) 
また、車両に関しては 55 の小分類に分け、9 つの大分類にまとめた。（4 章で具体的に紹
介する。） 
 
図 2-2-4-1 データベース化のための分類 
2-2-5. データの数値化 
 写真データを数値化するために、以下の通り 3 種類のデータベースを作成した。 
① 地域別車両台数表：地域区分別に、55 車両小分類の観測台数を集計。 
 




② 地域・車両台数・積載物表：55 車両小分類別に、各地域での台数・積載物を集計。 
 
図 2-2-5-2 地域・車両台数・積載物表 
 
③ 地域別車両割合表：10 地域区分別に、55 車両小分類の観測割合を集計。 
 
図 2-2-5-3 地域別車両割合表 












2 章 1 項に記した理由から、研究地域としてカンボジア・ベトナム南部を選定したが、一
方で、カンボジア・ベトナムにも多くの地域特色が存在する。しかしながら、それらをすべ
て実測することは難しいことから、滞在期間中に実際に訪れることが出来た地域から、カン
ボジア・ベトナム両国において、2 都市・1 都市郊外・2 幹線道路の計 5 つの地域区分を設定
した。 
3 章では、両国における 10 の研究地域区分について、地域概要・車両規制・交通現状・道路
整備状況といった事柄を紹介していく。 
 
研究地域の概略は以下の図 3-1-1、図 3-1-2 の通りである。 
 









図 3-1-1. 研究地域の全体図 
Google マップより MyMaps にて加筆し転載。 
最終閲覧月・地図作成月 2017 年 1 月 
 
図 3-1-2. 研究地域の詳細図 
Google マップより MyMaps にて加筆し転載。 
最終閲覧月・地図作成月 2017 年２月 
 




3-2.  カンボジア （C） の地域区分 
カンボジア（以下、国名の頭文字から、一部  C と略す）の地域区分は、下の表 3-1-1 の通
りである。 
 
表 3-2-1. カンボジア地域 地域区分表 
 本論中において、以下一部で、各地域を表 3-2-1 中の地域略称で記す。 
 
次のページからは、各地域の特徴や道路状況などを記す。 





図 3-2-1. カンボジア都市 (PNC,SRC) 
Google マップより MyMaps にて加筆し転載。 
最終閲覧月・地図作成月 2017 年 1 月 
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3-2-1. プノンペン市街地 （C-PNC） 
●地域概要 
プノンペンはカンボジアの首都であり、経済的にもカンボジアを代表する都市である。  
（地図は図 3-2-1 に記載） 




















 片側 3 車線の高規格な外環状道路をはじめ、日本・中国・韓国・フランス・カナダなど  
様々な国が協力し、交通インフラの計画・施工がされている。また、日本の ODA 事業の一
例として、プノンペン地域の交通システム改善  が行われている。 
現地での道路状況は次頁の図 3-2-1-1 に示した。 
  
                                                     










3-2-2. シェムリアップ市街地 （C-SRC） 
●地域概要 
シェムリアップ州は、経済規模でカンボジア第三の都市である。 























現地での道路状況は次頁の図 3-2-2-1 に示した。 
  
                                                     

































































市、コンポン・タマから 71 号線・国道 7 号線・72 号線を経て、ベトナムとの国境（トラピ
アンプロン国境）までの道中で観測した車両を範囲とする。 
（地図は次頁の図 3-2-4-1 を参照） 
 
●交通状況 





















図 3-2-4-1. 国道 6 号・7 号線（CR6） 
Google マップより MyMaps にて加筆し転載。 






































現地での道路状況は次頁の図 3-2-5-2 に示した。 
 
                                                     
8 JICA 国際協力機構 Web サイト中、2014 年度ニューストピックより『カンボジアで「つばさ橋」開通――ベトナ




図 3-2-5-1. 国道 1 号線（CR1） 
Google マップより MyMaps にて加筆し転載。 








3-3.  ベトナム（V） の地域区分 
ベトナム（以下、国名の頭文字から、一部 V と略す）は以下の表 3-3-1 の通りである。 
 
表 3-3-1. ベトナム地域 地域区分表 
 
本論中において、以下一部で、各地域を表 3-3-1 中の地域略称で記す。 







図 3-1-1. ベトナム都市 (HCMC,DTC) 
Google マップより MyMaps にて加筆し転載。 




3-3-1. ホーチミン市街地 （V-HCMC） 
●地域概要 
ホーチミン市はベトナム最大の経済都市であると共に、ベトナム南部を代表する都市であ









域内では、積載前の車両重量 2.5t 以上か車両総重量が 5t 以上の重貨物車両は 6 時から 24
時の通行が、一部の道路を除いて原則不可となっている。 

















現地での道路状況は次頁の図 3-3-1-1 に示した。 
  
                                                     
9 ベトナムニュース The Watch『ホーチミン市、貨物車の進入禁止路拡大へ』  [TOHO CO., LTD, 2010]参照 
10 VIETJO ベトナムニュース『ホーチミン：新たに複数の区間でトラックの通行が禁止へ』  [ Viet Economic 












3-3-2. ドンタップ市街地 （V-DTC） 
●地域概要 
ドンタップ省は、ホーチミン市から南西へ約 160km のところにある、メコンデルタ 13 省




2013 年度のベトナム商工会の省級競争力ランキングでは、全国 63 省・直轄都市中 5 位、























現地での道路状況は次頁の図 3-3-2-1 に示した。 
  
                                                     
11日本貿易振興機構 Web サイト『農業に可能性秘めるコメ産地のドンタップ省』  [日本貿易振興機構 , 2015] 


















































3-3-4. アジアハイウェイ 1 号線 （V-AH1） 
●地域概要 




らカンボジア国境までの国道 22 号線がアジアハイウェイ 1 号線に指定されている。 
































図 3-3-4-1 アジアハイウェイ 1 号線（AH1） 
Google マップより MyMaps にて加筆し転載。 




図 3-3-4-2 アジアハイウェイ 1 号線の交通の様子（2015 年 12 月・2016 年 1 月 筆者撮影） 
33 
 
3-3-5. 国道 22 号線 (V-QL22) 
●地域概要 
国道 22 号線は、ホーチミン市からカンボジアへ向かう主要国道である。 
途中、タイニンでモックバイ・バベット国境へ向かう QL22 と、サマット・トラピアンプ
ロン国境へ向かう QL22B とに分岐する。 






















 路面は全線舗装されているが、国道 1 号線と比較すると路面に凹凸が多くみられ、一部で
路面の悪さがみられる。ただし、走行に大きな支障をきたす程の悪路はなかった。  
 





図 3-3-5-1.  国道 22 号線（QL22） 
Google マップより MyMaps にて加筆し転載。 



















積載量 1t 以下/前後の３輪・４輪トラック 
⑤ 2t トラック 
積載重量 2t 前後のトラック 
⑥ 中型トラック 
積載重量 4t～8t ほどのトラック 
⑦ 大型トラック 












実測の結果として、2 章 2 項の通り、カンボジアにて 338 台、ベトナムにて 414 台、２国
で計 752 台分の車両写真を得ることができた。 
まず、次頁において、結果の集計を表 4-1-1 として掲載する。表 4-1-1 より、どういった
車両がどういった地域で、どういった台数や割合で見られたかを一覧できる。 






表 4-1-1 地域・輸送車両・台数と割合の一覧表  
両国合計
PNC SRC SRU CR6 CR1 HCMC DTC HCMU AH1 QAL22 (C)小計 (V)小計 合計
リアカー 2 2 1 1 5 1 6
自転車 2 1 2 3 2 5
シクロ 1 1 1
自転車・荷車 3 3 3
小計① 4 2 1 1 7 8 7 15
割合①（小計①／合計） 13.8% 2.7% 1.2% 1.1% 15.6% 2.4% 1.7% 2.0% %
牛車 6 6 6
トラクター・荷車 21 1 21 1 22
小計② 27 1 27 1 28
割合② 33.3% 1.2% 8.0% 0.2% 3.7% %
バイク 3 5 7 4 1 19 8 5 2 4 20 38 58
バイク・後荷車 8 24 11 7 4 1 1 54 2 56
バイク・前荷車 1 4 1 1 5 6
バイク・側車 1 2 3 3
小計③ 12 30 20 11 5 24 9 5 3 4 78 45 123
割合③ 41.4% 40.0% 24.7% 18.3% 5.4% 53.3% 9.6% 6.0% 2.2% 7.3% 23.1% 10.9% 16.4% %
三輪平ボディ 1 1 1 3 4 3 2 11 13
三輪箱ボディ 1 1 2 2
軽平ボディ 1 2 1 2 3 1 1 4 7 11
軽幌ボディ 1 2 1 1 3 4
軽箱ボディ 1 2 1 3 7 7
軽ワゴン 1 1 1
簡易トラック 1 4 5 5
ピックアップトラック 4 5 1 1 11 11
乗用車トランク 2 2 2
小計④ 2 8 8 6 3 4 11 6 4 4 27 29 56
割合④ 6.9% 10.7% 9.9% 10.0% 3.2% 8.9% 11.7% 7.2% 2.9% 7.3% 8.0% 7.0% 7.4% %
2tダンプ 2 2 4 1 3 1 8 5 13
2t平ボディ 4 10 2 9 5 4 1 30 5 35
2t幌ボディ 1 1 2 1 17 8 13 4 4 43 47
2t箱ボディ 5 1 3 1 2 12 9 4 9 28 37
2t箱・冷蔵車 1 1 1
2t箱・トレーラー 1 1 1
2tﾊﾞｷｭｰﾑｶｰ 1 1 1
2tゴミ収集車 2 2 2
小計⑤ 7 17 4 13 14 3 26 22 23 8 55 82 137
割合⑤ 24.1% 22.7% 4.9% 21.7% 15.1% 6.7% 27.7% 26.5% 16.8% 14.5% 16.3% 19.8% 18.2% %
中型ダンプ 2 4 3 1 2 2 10 4 14
中型平ボディ 1 2 1 6 5 2 2 15 4 19
中型平・ユニック 2 1 1 4 4
中型幌ボディ 1 3 21 12 7 10 4 50 54
中型箱ボディ 1 5 1 2 2 3 2 6 10 16
中型箱・冷蔵車 1 1 2 2
中型タンク車 1 1 1 1 2 3
中型ミキサー車 1 1 1 1 2 3
中型車載車 1 1 1 1 2
小計⑥ 1 4 6 11 16 2 25 20 18 14 38 79 117
割合⑥ 3.4% 5.3% 7.4% 18.3% 17.2% 4.4% 26.6% 24.1% 13.1% 25.5% 11.2% 19.1% 15.6% %
大型ダンプ 4 1 4 4 6 1 9 11 20
大型平ボディ 1 2 2 5 2 1 1 2 12 4 16
大型平・ユニック 1 1 1 1 2
大型幌ボディ 1 1 12 4 5 2 2 23 25
大型箱ボディ 1 1 1
大型箱・冷蔵車 1 1 1
大型タンク車 1 1 1 1 2 3
大型ミキサー車 1 1 1 1 2
大型レッカー車 1 1 1
小計⑦ 1 3 6 9 7 14 10 17 4 26 45 71
割合⑦ 3.4% 4.0% 7.4% 15.0% 7.5% 0.0% 14.9% 12.0% 12.4% 7.3% 7.7% 10.9% 9.4% %
トレーラ平ボディ 1 1 2 2 2 4
トレーラ幌ボディ 1 1 1 2 2 3 5
トレーラ箱ボディ 1 1 1
トレーラタンク車 1 1 2 3 2 5 7
トレーラ海20ftDry・1個 1 3 1 2 4 17 5 4 29 33
トレーラ海20ftDry・2個 2 5 6 1 2 12 14
トレーラ海40ftDry 2 25 3 8 35 11 27 57 84
トレーラ海40ftRef 1 3 4 4
トレーラ国45ft 1 1 1
トレーラ海空シャシー 1 1 1 6 1 2 8 10
小計⑧ 2 1 5 33 1 9 19 72 21 41 122 163
割合⑧ 2.7% 1.2% 8.3% 35.5% 2.2% 9.6% 22.9% 52.6% 38.2% 12.1% 29.5% 21.7% %
トラクター荷台 4 4 4
トゥクトゥク 1 1 1
大型3輪 2 2 2
軽平ボディ 8 1 8 1 9
2t平ボディ 1 1 3 1 5 1 6
ワゴン 4 4 4 2 14 14
マイクロバス 1 1 1
中型バス 1 1 1
大型バス 2 1 1 3 1 4
小計⑨ 2 9 8 5 14 4 38 4 42
割合⑨ 6.9% 12.0% 9.9% 8.3% 15.1% 8.9% 11.2% 1.0% 5.6% %



























ロ・自転車＋荷車の 4 小分類が該当する。 
それぞれの車両の外観は、以下の表 4-2-1-1 の通りである。 
 






 人力・自転車類の車両が観測された地域や、その台数は以下の表 4-2-1-2 の通りである。 
 
表 4-2-1-2 人力・自転車類 地域別観測台数と車両の種類 
 
 




車両小分類 観測地域:台数 観測地域：積載物 














シクロ V-HCMC: 1 HCMC: パーティー用品 
自転車＋荷車 V-HCMC: 3 HCMC: 生活用品・農作物・食料品 











しかし、カンボジアでは 4 地域で観測された一方、ベトナムではホーチミン市街地の 1 地
域のみでしか観測できなかった。 
 
 ● 主な積載物 
 主な積載物は、廃棄物・農作物・手工芸品や衣料品・雑貨といった、市場で販売される小
物類であった。 




 ● 積載状況・その他 
 日本での積載状況と比較すると、明らかに積載量が多い。 








 牛車・トラクター類は、主に農業等でも利用されている牛やトラクターを動力源とし、  
台車を曳く輸送車両であり、牛車とトラクター＋荷車の 2 小分類が該当する。 
それぞれの車両の外観は、以下の表 4-2-2-1 の通りである。 
 
 





牛車・トラクター類の車両が観測された地域や、その台数は以下の表 4-2-2-2 の通りである。 
 
 
表 4-2-2-2 牛車・トラクター類 地域別観測台数と車両の種類 
 
 





車両小分類 観測地域:台数 観測地域：積載物 
牛車 C-SRU: 6 SRU: 木材 


































 穀物は、田畑から家や村の中心までの近距離の輸送手段として使われていた。  
 















ク＋後荷車・バイク＋前荷車・バイク＋側車の 4 小分類が該当する。 
それぞれの車両の外観は、以下の表 4-2-3-1 の通りである。 
 
 
表 4-2-3-1 バイク類 観測車両例 
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バイク類の車両が観測された地域や、その台数は以下の表 4-2-2-2 の通りである。 
 
 
表 4-2-3-2 バイク類 地域別観測台数と車両の種類 
 
 








車両小分類 観測地域:台数 観測地域：積載物 












SRC: 生活用品・穀物・生鮮品・食料品・木材  
SRU: 食料品・農作物・タイヤ・家畜・手工業品・衣料品  
CR4: 食料品・木材・農作物 
CR1: 生活用品 
HCMC: 食料品・衣料品・農作物・装飾品・ガス・  
電化製品・観葉植物・小売製品・バイク便  
DTC: 生活用品・食料品・果物・穀物・鶏・肥料  





















































国別で台数を比較すると、カンボジアが 78 台、ベトナムが 45 台であり、圧倒的にカンボ
ジアが多い。また、本調査において、全ての輸送車両におけるバイク類の割合は、カンボジ






























クアップトラック・乗用車トランクの 9 小分類が該当する。 
それぞれの車両の外観は、以下の表 4-2-4-1 の通りである。 
 









小型トラックの車両が観測された地域や、その台数は以下の表 4-2-4-3 の通りである。 
 
 
表 4-2-4-3 小型トラック 地域別観測台数と車両の種類 
 
 

























車両小分類 観測地域:台数 観測地域：積載物 












































軽 ワゴン V-DTC: 1 DTC: 不明 














乗用車トランク C-PNC: 2 PNC:食料品・生活用品 
 
























 ● 主な積載物 
 主な積載物は、生活用品・食料品・農作物であった。 

















4-2-5. 2t トラック 
2t トラックは、主に積載量 2t 程度の小型トラックであり、ダンプ・平ボディ・幌ボディ・
箱ボディ・箱ボディ冷蔵車・箱ボディトレーラー・バキュームカー・ごみ収集車の 8 小分類
が該当する。 
それぞれの車両の外観は、以下の表 4-2-5-1、表 4-2-5-2 の通りである。 
 








2t トラックの車両が観測された地域や、その台数は以下の表 4-2-5-3 の通りである。 
 
 
表 4-2-5-3 2t トラック 地域別観測台数と車両の種類 
 
 








車両小分類 観測地域:台数 観測地域：積載物 


























































箱ボディ 冷蔵車 C-SRC: 1 SRC:食料品 
箱＋トレーラー V-HCMU: 1 HCMU: 不明 
バキュームカー C-SRC: 1 SRC:廃棄物 
ゴミ収集車 C-PNC: 2 PNC:廃棄物 














国別で台数を比較すると、カンボジアが 55 台、ベトナムが 82 台である。 






 ● 主な積載物 























分類が該当する。それぞれの車両の外観は、以下の表 4-2-6-1、表 4-2-6-2 の通りである。 
 
表 4-2-6-1 中型トラック類 観測車両例 ① 









中型トラックの車両が観測された地域や、その台数は以下の表 4-2-6-3 の通りである。 
 
表 4-2-6-3 中型トラック 地域別観測台数と車両の種類 
 





車両小分類 観測地域:台数 観測地域：積載物 


























V-QL22: 2 QL22: 木材・建材 








































ミキサー車 C-CR6: 1 
V-HCMU: 1 
V- AH1: 1 
コンクリート 
車載車 C-CR1: 1 
V-HCMU: 1  
CR1: 建機（パワーショベル） 
HCMU: 空車（バイク車載） 























 ● 主な積載物 





















車・レッカー車の 9 小分類が該当する。 
それぞれの車両の外観は、以下の表 4-2-7-1、表 4-2-7-2 の通りである。 
 




表 4-2-7-2 大型トラック類 観測車両例 ② 
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大型トラックの車両が観測された地域や、その台数は、以下の表 4-2-7-3 の通りである。 
 
表 4-2-7-3 大型トラック 地域別観測台数と車両の種類 
 
 








車両小分類 観測地域:台数 観測地域：積載物 




























平ボディユニック C-CR6: 1 
V-HCMU: 1 
CR6: 45ftDry コンテナ 
HCMU: 空車 












箱ボディ V-QL22: 1 QL22: 不明 
箱・冷蔵車 V-AH1: 1 AH1: 不明 
タンク車 C-SRC: 1 
V-DTC: 1 
V-AH1: 1 
SRC: 水（道路工事 散水） 
DTC: 燃料 
AH1: LPG ガス 
ミキサー車 C-CR6: 1 
V-AH1: 1 
コンクリート 
レッカー車 V-AH1: 1 トレーラーヘッドけん引 
 

















国別で台数を比較すると、カンボジアが 26 台、ベトナムが 45 台である。 
その国における、全車両中の大型トラックの割合でみても、カンボジアが 7.7%、ベトナム
が 10.2%と、カンボジアに比べてベトナムの方が少々多いということが分かる。一方、これ






 ● 主な積載物 





 また、アジアハイウェイ 1 号線では冷蔵設備を備えた箱型トラックが見られた他、カンボ
ジア国道 6 号線では海上コンテナを積載した平ボディユニック車が観測された。  
 
 ● 積載状況・その他 
 無蓋車においては、キャブの 2 倍を超える様な、積めるだけ高く積む車両も一部見られた。
また、作業員を荷台に乗せている車両も見られた。  
 有蓋車においては、輸送状態が危険と見えるものは殆ど見られなかった。  
                                                     
15 詳細は本論 3 章 3 項 1『ホーチミン市街地』項を参照 
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 4-2-8.  トレーラートラック 
トレーラートラック類は、大型のセミトレーラートラックであり、平ボディ・幌ボディ・
箱ボディ・平シャシー・20ft ドライコンテナ・20ft ドライコンテナ２個積み・40ft ドライコ
ンテナ・40ft リーファーコンテナ・45ft オープンコンテナの 10 小分類が該当する。 
それぞれの車両の外観は、以下の表 4-2-8-1、表 4-2-8-2 の通りである。 
 
 












表 4-2-８-3 牛車・トラクター類 地域別観測台数と車両の種類 
 
 






車両小分類 観測地域:台数 観測地域：積載物 
















箱ボディ V-QL22: 1 QL22: 不明 
タンク車 C-SRC: 1 

























海上 40ft 冷凍冷蔵 V-DTC: 1 
V-AH1: 3 
海上コンテナ 
海上改造 45ft 国内向 V-DTC: 1 オープンコンテナ 


























国別で台数を比較すると、カンボジアが 41 台、ベトナムが 122 台である。 
その国における、全車両中の大型トラックの割合でみても、カンボジアが 12.1%、ベトナ






 ● 主な積載物 





 ● 積載状況・その他 






                                                     






ク平ボディ・ワゴン・マイクロバス・中型バス・大型バスの 9 小分類が該当する。 
それぞれの車両の外観は、以下の表 4-2-9-1、表 4-2-9-2 の通りである。 
 








貨客混載車両が観測された地域や、その台数は以下の表 4-2-9-3 の通りである。 
 
 










車両小分類 観測地域:台数 観測地域：積載物 
トラクター 
＋荷台 
C-SRU: 4 SRU: 人 
トゥクトゥク C-SRC: 1 SRC: 生活用品 
大型 3 輪 
トラック 





















SRC: 生活用品・衣料品・穀物・自転車・バイク  
SRU: 生活用品・飲料・食材 
CR6: 生活用品・寝具・バイク・トラクター  
CR1: 生活用品・自転車・農工用品・農作物  
マイクロバス C-PNC: 1 PNC: 衣料・寝具・生活用品・食料品  
中型バス V-HCMC: 1 HCMC: バイク（市バス車内） 

























































































































また、ホーチミン市街地では、積載前の車両重量 2.5t 以上、あるいは、車両総重量が 5t 以
上の重貨物車両は 6 時から 24 時の通行が一部の道路を除いて原則不可となっており、それ




ては小型トラックや 2t トラックが一定量見られたものの、2t を超えるトラックの割合が低
く、大型トラックは観測されていない。 
  
                                                     
17 ベトナムニュース  The Watch『ホーチミン市、貨物車の進入禁止路拡大へ』  [TOHO CO., LTD, 2010]参照 
18 VIETJO ベトナムニュース『ホーチミン：新たに複数の区間でトラックの通行が禁止へ』  [ Viet Economic 















































 ・小型トラックの割合が 10％程度である。 




















































































バイク（差：約 19％）、2t トラック（差：約 22%）、中型トラック（差：約 16%）、トレーラ











































































☆カンボジア国道 6 号線と、ベトナム・アジアハイウェイ 1 号線 
 国道 6 号線とアジアハイウェイ 1 号線は、カンボジア・ベトナム地域における幹線道路で
ある。 
 
国道６号線地域は、3 章の通り、国道 6 号線のプノンペン―シェムリアップ間と、トンレ















●国道 6 号線とアジアハイウェイ 1 号線における、車両割合の類似点。 
輸送車両割合が近いものは 2t トラックのみであり、殆ど類似点が存在しない。 





●国道 6 号線とアジアハイウェイ 1 号線における、車両割合の相違点。 
国道 6 号線とアジアハイウェイ 1 号線における輸送車両で、各地域における各車両の割合
の差が 10%を超える様な大きな違いが表れているものは、バイク類(差：約 16%)、トレーラ
ートラック（差：約 44％）である。 
国道 6 号線は、そのほとんどが片側 1 車線であり、途中未舗装路がある区間もある。一方、
アジアハイウェイ 1 号線は、片側 3～4 車線でバイクレーンと自動車レーンに分けられてい
るなど道の規格が大きく異なっている。 
沿線に関しても、アジアハイウェイ 1 号線の周辺には外資系工場や大規模物流施設等が立




道 6 号線沿いの方が小さく、ゆえに渋滞も少ないため、今後、国道 6 号線もバイパスとして
利用される可能性が高い。 
さらに、タイ・ラオスからベトナムのホーチミン市・ダナン等へ輸送することを考えた際
に、国道 6 号線・7 号線・72 号線等を走った方が、国道 5 号線やプノンペン市を経由するよ
りも距離も時間も短くなる。そのため、今後、メコン地域での多国間物流がより浸透してく























☆ カンボジア国道 1 号線と、ベトナム国道 22 号線 




向かう QL22B とに分岐する。 
 
国道 1 号線は、そのほとんどが片側 1 車線であり、途中工事区間では未舗装路があり、一
部区間では渋滞も激しい。 










アハイウェイ 1 号線に指定されているほか、南部経済回廊の一部でもある。  
 









● カンボジア国道 1 号線と、ベトナム国道 22 号線での相違点 

































                                                     








図 5-3-1. カンボジア・ベトナムの各都市における輸送車両割合 
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な 2t 以上のトラックに一定量が徐々に変化していく。 
・ 貨客混載車両は無くなることはないものの、輸送人員・積載物が増加することで分
業が進む。また、近・中距離でも、バス等の代替輸送手段が表れる。  























● ASEAN 域内におけるクロスボーダー輸送の動向 
当該地域を含む ASEAN 全体では、2015 年末に ASEAN 経済共同体（AEC）が発足してい

























                                                     
20 日本国外務省ウェブサイトより、わかる！国際情勢＞Vol.133 ASEAN 共同体の設立に向けて . [日本国  外務省 , 2015] 参照 








・注意車両△ ： 当該地域において、観測車両の割合が５％以下のもの記載 





・推薦車両◎ ： 当該地域において、観測車両の割合が多い順に記載  
（上位 3 位まで） 
 
 本論では、上記のように車両をカテゴリー分けすることで、輸送障壁を明らかにする。  
 
6 章 2 項では、地域別の車両割合を棒グラフで示す。 
カンボジアの各地域における車両割合を以下の図 6-2-1-1 から図 6-2-1-5 として、ベトナ




6 章 3 項では、各地域における輸送車両障壁について、マッピングを行う。 
これにより、地域における輸送車両障壁を判別しやすい形で明らかにする。  
 







 以下の図 6-2-1-1 から図 6-2-1-5 において、カンボジア各地域での車両割合を示す。 
 
図 6-2-1-1. プノンペン市街地（C-PNC）における車両割合 
 




図 6-2-1-3. シェムリアップ郊外（C-SRU）における車両割合 
 
図 6-2-1-4. 国道 6 号線（C-CR6）における車両割合 
 
 




 以下の図 6-2-2-1 から図 6-2-2-5 において、ベトナム各地域での車両割合を示す。 
 
図 6-2-2-1. ホーチミン市街地（V-HCMC）における車両割合 
 
 




図 6-2-2-3. ホーチミン市郊外（V-HCMU）における車両割合 
 
図 6-2-2-4. アジアハイウェイ 1 号線（V-AH1）における車両割合 
 





6 章 2 項からの結果をもとに、地図上に輸送車両の割合を表すと、以下の図 6-3-1 のよう
になる。 
図中の記号の意味は以下の通りである。 





図 6-3-1 車両障壁情報のマッピング 
※◎の車両については同率同順位の車両の場合も 3 位まで記載。 
 





 カンボジアのシェムリアップ郊外から、シェムリアップ市街地－国道 6 号線－プノンペン


















 図 6-2-1-2 より、シェムリアップ市街地におけるトレーラートラックの割合は 2.7％であ
る。このことから、やはりトレーラートラックでの輸送は非常にマイナーなものであるとい
うことが分かる。同地域ではバイク類や 2t トラックでの輸送が主流である。 
 
●国道６号線 





























 図 6-2-2-3 より、ホーチミン市郊外におけるトレーラートラックの割合は 22.9%である。 
このことから、ホーチミン市郊外はトレーラートラックでの輸送が望ましいと考えられる。 
 






図 6-4-1. シェムリアップ郊外からホーチミン港への輸送シミュレーション結果 
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① 地域別 車両台数表 
 
両国合計
PNC SRC SRU CR6 CR1 HCMC DTC HCMU AH1 QAL22 (C)小計 (V)小計 合計
リアカー 2 2 1 1 5 1 6
自転車 2 1 2 3 2 5
シクロ 1 1 1
自転車・荷車 3 3 3
小計① 4 2 1 1 7 8 7 15
割合①（小計①／合計） 13.8% 2.7% 1.2% 1.1% 15.6% 2.4% 1.7% 2.0% %
牛車 6 6 6
トラクター・荷車 21 1 21 1 22
小計② 27 1 27 1 28
割合② 33.3% 1.2% 8.0% 0.2% 3.7% %
バイク 3 5 7 4 1 19 8 5 2 4 20 38 58
バイク・後荷車 8 24 11 7 4 1 1 54 2 56
バイク・前荷車 1 4 1 1 5 6
バイク・側車 1 2 3 3
小計③ 12 30 20 11 5 24 9 5 3 4 78 45 123
割合③ 41.4% 40.0% 24.7% 18.3% 5.4% 53.3% 9.6% 6.0% 2.2% 7.3% 23.1% 10.9% 16.4% %
三輪平ボディ 1 1 1 3 4 3 2 11 13
三輪箱ボディ 1 1 2 2
軽平ボディ 1 2 1 2 3 1 1 4 7 11
軽幌ボディ 1 2 1 1 3 4
軽箱ボディ 1 2 1 3 7 7
軽ワゴン 1 1 1
簡易トラック 1 4 5 5
ピックアップトラック 4 5 1 1 11 11
乗用車トランク 2 2 2
小計④ 2 8 8 6 3 4 11 6 4 4 27 29 56
割合④ 6.9% 10.7% 9.9% 10.0% 3.2% 8.9% 11.7% 7.2% 2.9% 7.3% 8.0% 7.0% 7.4% %
2tダンプ 2 2 4 1 3 1 8 5 13
2t平ボディ 4 10 2 9 5 4 1 30 5 35
2t幌ボディ 1 1 2 1 17 8 13 4 4 43 47
2t箱ボディ 5 1 3 1 2 12 9 4 9 28 37
2t箱・冷蔵車 1 1 1
2t箱・トレーラー 1 1 1
2tﾊﾞｷｭｰﾑｶｰ 1 1 1
2tゴミ収集車 2 2 2
小計⑤ 7 17 4 13 14 3 26 22 23 8 55 82 137
割合⑤ 24.1% 22.7% 4.9% 21.7% 15.1% 6.7% 27.7% 26.5% 16.8% 14.5% 16.3% 19.8% 18.2% %
中型ダンプ 2 4 3 1 2 2 10 4 14
中型平ボディ 1 2 1 6 5 2 2 15 4 19
中型平・ユニック 2 1 1 4 4
中型幌ボディ 1 3 21 12 7 10 4 50 54
中型箱ボディ 1 5 1 2 2 3 2 6 10 16
中型箱・冷蔵車 1 1 2 2
中型タンク車 1 1 1 1 2 3
中型ミキサー車 1 1 1 1 2 3
中型車載車 1 1 1 1 2
小計⑥ 1 4 6 11 16 2 25 20 18 14 38 79 117
割合⑥ 3.4% 5.3% 7.4% 18.3% 17.2% 4.4% 26.6% 24.1% 13.1% 25.5% 11.2% 19.1% 15.6% %
大型ダンプ 4 1 4 4 6 1 9 11 20
大型平ボディ 1 2 2 5 2 1 1 2 12 4 16
大型平・ユニック 1 1 1 1 2
大型幌ボディ 1 1 12 4 5 2 2 23 25
大型箱ボディ 1 1 1
大型箱・冷蔵車 1 1 1
大型タンク車 1 1 1 1 2 3
大型ミキサー車 1 1 1 1 2
大型レッカー車 1 1 1
小計⑦ 1 3 6 9 7 14 10 17 4 26 45 71
割合⑦ 3.4% 4.0% 7.4% 15.0% 7.5% 0.0% 14.9% 12.0% 12.4% 7.3% 7.7% 10.9% 9.4% %
トレーラ平ボディ 1 1 2 2 2 4
トレーラ幌ボディ 1 1 1 2 2 3 5
トレーラ箱ボディ 1 1 1
トレーラタンク車 1 1 2 3 2 5 7
トレーラ海20ftDry・1個 1 3 1 2 4 17 5 4 29 33
トレーラ海20ftDry・2個 2 5 6 1 2 12 14
トレーラ海40ftDry 2 25 3 8 35 11 27 57 84
トレーラ海40ftRef 1 3 4 4
トレーラ国45ft 1 1 1
トレーラ海空シャシー 1 1 1 6 1 2 8 10
小計⑧ 2 1 5 33 1 9 19 72 21 41 122 163
割合⑧ 2.7% 1.2% 8.3% 35.5% 2.2% 9.6% 22.9% 52.6% 38.2% 12.1% 29.5% 21.7% %
トラクター荷台 4 4 4
トゥクトゥク 1 1 1
大型3輪 2 2 2
軽平ボディ 8 1 8 1 9
2t平ボディ 1 1 3 1 5 1 6
ワゴン 4 4 4 2 14 14
マイクロバス 1 1 1
中型バス 1 1 1
大型バス 2 1 1 3 1 4
小計⑨ 2 9 8 5 14 4 38 4 42
割合⑨ 6.9% 12.0% 9.9% 8.3% 15.1% 8.9% 11.2% 1.0% 5.6% %


























車両大分類 車両小分類 観測地域:台数 観測地域：積載物 














シクロ V-HCMC: 1 HCMC: パーティー用品 
自転車＋荷車 V-HCMC: 3 HCMC: 生活用品・農作物・食料品 
牛車・トラクター 牛車 C-SRU: 6 SRU: 木材 











































   建材・観葉植物 
SRC: 生活用品・穀物・生鮮品 
    農工用品・木材・建材 






































































軽 ワゴン V-DTC: 1 DTC: 不明 











C-CR1: 1  
SRC: 生活用品・食料品・穀物・ 




乗用車トランク等 C-PNC: 2 PNC:食料品・生活用品 


























































箱ボディ 冷蔵車 C-SRC: 1 SRC:食料品 
箱＋トレーラー V-HCMU: 1 HCMU: 不明 
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バキュームカー C-SRC: 1 SRC:廃棄物 
ゴミ収集車 C-PNC: 2 PNC:廃棄物 





































































ミキサー車 C-CR6: 1 
V-HCMU: 1 
V- AH1: 1 
コンクリート 
車載車 C-CR1: 1 
V-HCMU: 1  
CR1: 建機（パワーショベル） 
HCMU: 空車（バイク車載） 




























平ボディ ユニック C-CR6: 1 
V-HCMU: 1 
CR6: 45ftDry コンテナ 
HCMU: 空車 












箱ボディ V-QL22: 1 QL22: 不明 
箱・冷蔵車 V-AH1: 1 AH1: 不明 
タンク車 C-SRC: 1 
V-DTC: 1 
V-AH1: 1 
SRC: 水（道路工事 散水） 
DTC: 燃料 
AH1: LPG ガス 
ミキサー車 C-CR6: 1 
V-AH1: 1 
コンクリート 
レッカー車 V-AH1: 1 トレーラーヘッドけん引 






V-AH1: 2 AH1: 建材 








箱ボディ V-QL22: 1 QL22: 不明 
タンク車 C-SRC: 1 

























海上 40ft Ref V-DTC: 1 
V-AH1: 3 
海上コンテナ 
海上改造 45ft 国内向 V-DTC: 1 海上コンテナ 






貨客混載 トラクター＋荷台 C-SRU: 4 SRU: 人 
トゥクトゥク C-SRC: 1 SRC: 生活用品 
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大型 3 輪トラック C-SRC: 2 SRC: 生活用品・食料品・穀物 


























マイクロバス C-PNC: 1 衣料・寝具・生活用品・食料品 
中型バス V-HCMC: 1 HCMC: 原付バイク（市バス車内） 












③ 地域別 車両割合表 
 
PNC SRC SRU CR6 CR1 HCMC DTC HCMU AH1 QL22
リアカー 6.9% 2.7% 1.1% 2.2%
自転車 6.9% 1.2% 4.4%
シクロ 2.2%
自転車・荷車 6.7%




バイク 10.3% 6.7% 8.6% 6.7% 1.1% 42.2% 8.5% 6.0% 1.5% 7.3%
バイク・後荷車 27.6% 32.0% 13.6% 11.7% 4.3% 2.2% 1.1%
バイク・前荷車 3.4% 8.9% 0.7%
バイク・側車 1.3% 2.5%
割合③ 41.4% 40.0% 24.7% 18.3% 5.4% 53.3% 9.6% 6.0% 2.2% 7.3%
三輪平ボディ 1.3% 1.1% 2.2% 3.2% 4.8% 2.2%
三輪箱ボディ 1.3% 1.7%
軽平ボディ 1.3% 2.5% 1.1% 4.4% 3.2% 1.2% 1.8%
軽幌ボディ 1.3% 2.1% 0.7%
軽箱ボディ 2.2% 2.1% 1.2% 5.5%
軽ワゴン 1.1%
簡易トラック 1.2% 6.7%
ピックアップトラック 5.3% 6.2% 1.7% 1.1%
乗用車トランク 6.9%
割合④ 6.9% 10.7% 9.9% 10.0% 3.2% 8.9% 11.7% 7.2% 2.9% 7.3%
2tダンプ 2.5% 3.3% 4.3% 2.2% 3.2% 1.2%
2t平ボディ 13.8% 13.3% 2.5% 15.0% 5.4% 4.3% 0.7%
2t幌ボディ 3.4% 1.7% 2.2% 2.2% 18.1% 9.6% 9.5% 7.3%





割合⑤ 24.1% 22.7% 4.9% 21.7% 15.1% 6.7% 27.7% 26.5% 16.8% 14.5%
中型ダンプ 2.7% 4.9% 5.0% 1.1% 2.4% 1.5%
中型平ボディ 3.4% 2.7% 1.2% 10.0% 5.4% 1.5% 3.6%
中型平・ユニック 2.1% 1.2% 0.7%
中型幌ボディ 1.7% 3.2% 22.3% 14.5% 5.1% 18.2%
中型箱ボディ 1.2% 5.4% 2.2% 2.1% 2.4% 2.2% 3.6%
中型箱・冷蔵車 1.2% 0.7%
中型タンク車 1.1% 2.2% 0.7%
中型ミキサー車 1.7% 1.2% 0.7%
中型車載車 1.1% 1.2%
割合⑥ 3.4% 5.3% 7.4% 18.3% 17.2% 4.4% 26.6% 24.1% 13.1% 25.5%
大型ダンプ 4.9% 1.7% 4.3% 4.8% 4.4% 1.8%
大型平ボディ 3.4% 2.7% 2.5% 8.3% 2.2% 1.1% 1.2% 1.5%
大型平・ユニック 1.7% 1.2%
大型幌ボディ 1.7% 1.1% 12.8% 4.8% 3.6% 3.6%
大型箱ボディ 1.8%
大型箱・冷蔵車 0.7%
大型タンク車 1.3% 1.1% 0.7%
大型ミキサー車 1.7% 0.7%
大型レッカー車 0.7%
割合⑦ 3.4% 4.0% 7.4% 15.0% 7.5% 14.9% 12.0% 12.4% 7.3%
トレーラ平ボディ 1.7% 1.1% 1.5%
トレーラ幌ボディ 1.7% 1.1% 1.1% 3.6%
トレーラ箱ボディ 1.8%
トレーラタンク車 1.3% 1.7% 2.4% 2.2%
トレーラ海20ftDry・1個 1.3% 3.2% 2.2% 2.1% 4.8% 12.4% 9.1%
トレーラ海20ftDry・2個 2.2% 6.0% 4.4% 1.8%
トレーラ海40ftDry 3.3% 26.9% 3.2% 9.6% 25.5% 20.0%
トレーラ海40ftRef 1.1% 2.2%
トレーラ国45ft 1.1%
トレーラ海空シャシー 1.2% 1.1% 1.1% 4.4% 1.8%





2t平ボディ 3.4% 1.7% 3.2% 2.2%
ワゴン 5.3% 4.9% 6.7% 2.2%
マイクロバス 3.4%
中型バス 2.2%
大型バス 2.7% 1.1% 2.2%
















カンボジア プノンペン市街地 C-PNC 
写真 車両ジャンル・積載物 撮影日・撮影地 
 












































































































































































Oknha ln St. 
Central Market. 
 







Oknha ln St. 
Central Market. 
 











カンボジア シェムリアップ市街地 （C-SRC） 
国道 6 号線 市街地東部プノンペン側 
写真 車両ジャンル・積載物 撮影日・撮影地 
 




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































カンボジア 国道 6 号線 （C-CR6） 
シェムリアップ近郊 
写真 車両ジャンル・積載物 撮影日・撮影地 
 































Krong Stueng Saen 
 
貨客混載車両 

















































































































































































































大型トラック 平ボディ ユニック 
海上コンテナ（45ft Dry）  
20151005,12:48 
 








































カンボジア 国道 1 号線 （C-CR1） 
プノンペン近郊 
写真 車両ジャンル・積載物 撮影日・撮影地 
 




2t トラック ダンプ 
土砂 

























 建材 （レンガ・金属パイプ） 
20151020,11:29 
 




















































 海上コンテナ （20ft ×2 つ積み） 
トレーラートラック 


























2t トラック ダンプ 
 土砂 





































































2t トラック 箱ボディ 
 不明 
2t トラック 箱ボディ 
 不明 
中型トラック タンクローリー 




海上コンテナ （40ft Dry） 
トレーラートラック 




















































 人 （工場労働者） 
貨客混載車両 2t トラック 




 人 （工場労働者） 
貨客混載車両 2t トラック 








海上コンテナ （40ft Dry） 
トレーラートラック 






海上コンテナ 40ft Dry 
20151020,13:43 
 









海上コンテナ （40ft Dry） 
トレーラートラック 




海上コンテナ （40ft Dry） 
トレーラートラック 




海上コンテナ （40ft Dry） 
トレーラートラック 














海上コンテナ （40ft Dry） 
トレーラートラック 





















ベトナム ホーチミン市街 （HCMC） 
市街地中心部 （1 区）  
写真 車両ジャンル・積載物 撮影日・撮影地 
 
















































































































































































































ベトナム ドンタップ市街地 （V-DTC） 
ドンタップ 市街地 （DTC）  
写真 車両ジャンル・積載物 撮影日・撮影地 
 




























2t トラック 幌ボディ 
 不明 




2t トラック ダンプ 
 土砂 



































































































































国内コンテナ 45ft オープン 


















海上コンテナ 40ft Dry 















































































中型トラック  平ボディ  ユニック
付 
空車 





































2t トラック 幌ボディ 
 不明 
バイク 












































ベトナム ホーチミン市郊外 （V-HCMU） 
南部郊外 Cau Ohu My 
 








海上コンテナ 40ft Dry 
20151120,12:10 
 









 海上コンテナ 40ft Dry 
20151120,12:14 
 




















 海上コンテナ 20ft Dry  2 つ積み 
中型トラック 幌ボディ 




  海上コンテナ 20ft Dry  




2t トラック 箱ボディ 
 不明 
トレーラートラック 




 海上コンテナ  20ft Dry 2 つ積み 





 海上コンテナ 40ft Dry  






























2t トラック 幌ボディ 
 不明 







 海上コンテナ 20ft Dry 
トレーラートラック 






海上コンテナ 20ft Dry) 
大型トラック ダンプ 
 土砂 
2t トラック 箱ボディ 
 不明 






































2t トラック 幌ボディ 
海産物 




















2t トラック 箱型ボディ 
 不明 



























































中型トラック  箱ボディ 
不明 
2t トラック  幌ボディ 
 不明 






























ベトナム アジアハイウェイ 1 号線 （V-AH1） 
HCMC 北部 IC 付近 
写真 車両ジャンル・積載物 撮影日・撮影地 
 
トレーラートラック 
海上コンテナ 20ft Dry 
トレーラートラック 
海上コンテナ 20ft Dry 
トレーラートラック 








海上コンテナ 40ft Dry 
20151120,10:16 
 











海上コンテナ 20ft Dry 
トレーラートラック 



















海上コンテナ 20ft Dry 
トレーラートラック 
空シャシー 
2t トラック 箱ボディ 
 不明 


























海上コンテナ 20ft Dry 
トレーラートラック 














海上コンテナ 40ft Dry 
トレーラートラック 






















2t トラック 幌ボディ 
 不明 
2t トラック 箱ボディ 
 不明 
トレーラートラック 
























海上コンテナ 40ft Dry 
2t トラック 箱ボディ 
 不明 
トレーラートラック 






海上コンテナ 20ft Dry 
2t トラック 幌ボディ 
 不明 
2t トラック 平ボディ 
 不明 











海上コンテナ 40ft Dry 
トレーラートラック 


















海上コンテナ 40ft Dry 
トレーラートラック 





2t トラック 幌ボディ 
 不明 
2t トラック 幌ボディ 
 不明 
トレーラートラック 












海上コンテナ 20ft Dry 2 つ積み 




海上コンテナ 20ft Dry 
トレーラートラック 




海上コンテナ 20ft Dry 
トレーラートラック 




海上コンテナ 40ft Dry 
トレーラートラック 
















海上コンテナ 40ft Dry 
トレーラートラック 
海上コンテナ 40ft Dry 
トレーラートラック 




















































海上コンテナ 40ft Dry 
中型トラック ダンプ 
 不明 
2t トラック 箱ボディ 
 不明 















海上コンテナ 40ft Dry 
トレーラートラック 




海上コンテナ 40ft Dry 
トレーラートラック 


















2t トラック 箱ボディ 
 不明 
2t トラック 箱ボディ 
 不明 












2t トラック 箱ボディ 
 不明 8 台 
2t トラック 幌ボディ 
不明 3 台 
中型トラック 箱ボディ 
不明 2 台 
中型トラック 幌ボディ 
不明 3 台 
中型トラック ミキサー 
コンクリート 1 台 
大型トラック 幌ボディ 
不明 2 台 
大型トラック ダンプ 
不明 2 台 
トレーラートラック 
海上コンテナ  40ft Dry 5 台 
トレーラートラック  タンク 









































































2t トラック 箱ボディ 
 不明 











ベトナム 国道 22 号線 （V-QL22） 
国境付近 
写真 車両ジャンル・積載物 撮影日・撮影地 
 
トレーラートラック 
























XA MAT 国境～QL22B～AH1 
 










2t トラック 幌ボディ 
 不明 











































































2t トラック 箱ボディ 
 不明 











海上コンテナ 20ft Dry 
トレーラートラック 































































Ben xe An Suong  Hoc Mon 
 
トレーラートラック 










海上コンテナ 20ft  Dry  
 
2015111716:27 
 
 
